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平成 9 年 4 月 25 日 第 3 種郵便物認可 

The Democratic Party of Japan

大島九州男ホームページ ＝活動ブログも随時更新中！<http://kusuo-o.net>  

大島九州男は、政治及び安全保障に関する問題において、「朝

鮮半島情勢に関する決議案」の趣旨及び背景について説明を行い

ました。朝鮮半島の平和と安定は、アジア太平洋地域全体の安全

保障上、非常に重要な課題であり、日本は唯一の被爆国として、

世界に核兵器による被害の悲惨さを訴えるとともに、廃絶を強く

求める使命を有しています。地域全体の議会人が、核・ミサイル

問題・拉致問題を含む国際社会の人道上の懸念の包括的な解決に

向けた関係各国の努力を力強く支援していくことが肝要である

ことを強く訴えました。 

また、政治家の在り方として、太陽の光が全てのものに分け隔

てなく降り注ぎ、雨は降る所が違っても最後は海に到達して一つ

になるように、私たち政治家は、全ての国に住む国民が、国境の 

2009 年１月１１日～

１５日までの５日間、ラ

オス・ビエンチャンで開

催された、第１７回アジ

ア・太平洋議員フォーラ

ム（ＡＰＰＦ）総会に日

本国会代表団の副団長と

して派遣されて参加して

きました。 

本会議に出席した、団長の自民党・島

村宜伸衆議院議員と副団長の大島。 

各国の国会代表団。中央が大島。 

区切りに関係なく、それぞれが

幸せを感じる事ができるよう

に、努力させて頂く事が大切で

あり、国の利害や思惑で国民が

不幸になることが無い様に、国

民一人ひとりを家族と思う心

で、政治を進めなくてならない

ことを主張しました。 

 この国際会議は、中曽根康弘元総理を中心とした日本の有志

議員のイニシアティブに基づいて、平成５年１月にアジア太平

洋地域の１５カ国の参加の下、第１回総会が行われました。 

年々参加国も増え、本年の第１７回総会では、韓国・中国・

ロシア・ベトナム等のアジアの国々や、アメリカ・カナダ・フ

ィジー・エクアドル等の環太平洋の国々から合計２８カ国の議

会人が集まり、政治・経済・社会・文化の各分野における対話

のためのフォーラムに集いました。 

小沢一郎民主党代表は１月１８日午後、定期党大会で挨拶に立ち、「つい

に今年、『その時』を迎えました。衆議院総選挙に勝利して、私たちが自ら新

しい政権をつくり、『国民の生活が第一。』の理念に基づいて、国民の『新しい

生活』を築くのであります。もはや、一刻の猶予もなりません」と訴えました。 

また、「政治の役割は究極的に、国民の命と暮らしを守ること、その一点に

尽きます。その責任と使命を忘れ、権力行使の目的さえも見失った政権は、

一刻も早く、ただ消え去るのみ、であります」と表明。 

「政権交代を実現して、新しい政権を担おうとする私たちが、いま最も求め

られているものは、国民の中に入り、その苦しみや悩みを共有し、国民ととも

に歩んでいく姿勢を、最後まで貫いていくことであります」と強調しました。 

麻生政権発足後、そして“政治決戦年”の最初の政令指定市議選と

なる北九州市議選が、２月１日に投開票されました。各候補者は景気・

雇用対策を中心に訴え、秋までには、必ず行われる政権選択の総選挙

の前哨戦と位置づけ、連日活動を行ってきました。 

民主党は新人６人を含む９人 

が全員当選。さらに推薦２人も当 

選を果たしました。 

大島九州男も、土・日に時間の 

許される限り北九州市に入り候補 

者とともに街頭に立って民主党の 

政策を訴え走り回りました。 菅代表代行・候補者とともに街頭活動 

鳩山由紀夫幹事長は２００９年活動方針として①国会の論戦で麻生政

権を追い込むこと、②総選挙で勝利し政権交代を実現させること、③政権

を担い、政策の一つひとつを実現させることを提案し、満場の拍手で確認

されました。 

管直人代表代行は、緊急雇用対 策 本 

部長として、人間らしく働くことのできる尊 

厳ある社会をつくろうと訴える「緊急雇用 

対策アピール」を提案し、満場一致で採択 

されました。 

雪が舞い散る寒い１月２４日

に、故郷の福岡県で国政報告会

を直方市・中間市の２か所で開

催しました。 

福岡では珍しく昼間から、積り

そうな勢いの雪の中、多くの方に

参加いただきました。 

現在、国会で審議されている、定額給付金や

経済対策・予算案、問題が山積している後期高

齢者・年金問題などについて、状況と政策につ

いて報告させて頂きました。 

ともに活動する 

皆さんの熱心に聞いてくださる様子を見て、国

民が笑顔で過ごせる国造りの実現に向けて力を

尽くすことを、改めて気づかせて頂きました。 

ありがとうございました。 

党員・サポーターを 
募集しています 

民主党を応援したい、１８歳以上の方ならどなたでもサポーターになれます。 

年会費は、党員６，０００円。サポーター２，０００円。 

お問い合わせ・お申込は民主党参議院比例区第３７総支部まで 


